
六
月
一
五
日
・
二
二

日
・
二
三
日
に
玉
名
荒

尾
中
学
校
総
合
体
育
大

会
（
中
体
連
大
会
）
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
野
球
部
３
位
（
荒
尾

三
中
四
中
と
の
合
同
チ
ー

ム
）
○
女
子
バ
レ
ー
初

戦
敗
退
○
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
男
子
団
体
初
戦
敗
退

○
空
手
代
表
女
子
で
二

年
生
の
池
田
千
紘
さ
ん

が
形
２
位
・
組
手
３
位

（
県
大
会
出
場
）

○
県
中
学
校
水
泳
競
技

大
会
で
三
年
生
の
大
村

智
さ
ん
が
二
〇
〇
ｍ
平

泳
ぎ
で
二
位
、
一
〇
〇

ｍ
平
泳
ぎ
で
四
位

○
熊
本
県
通
信
陸
上
大

会
で
二
年
生
の
辻
本
愛

琉
さ
ん
が
二
年
男
子
一

五
〇
〇
ｍ
で
四
位

三
年
生
に
と
っ
て
最

後
の
大
会
と
な
る
中
体

連
で
最
後
ま
で
粘
り
強

く
健
闘
し
て
く
れ
ま
し

た
。
今
後
部
活
動
は
二

年
生
中
心
の
活
動
に
な

り
ま
す
。
新
チ
ー
ム
で

の
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。

本
校
と
菊
水
小
学
校

は
分
離
型
小
中
一
貫
校

で
す
。
九
年
間
の
小
中

一
貫
教
育
を
通
し
た
小

中
連
携
強
化
で
確
か
な

学
力
の
定
着
と
豊
か
な

心
、
た
く
ま
し
い
心
身

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

六
月
二
七
日
に
は
本
年

度
一
回
目
の
小
中
合
同

研
究
授
業
（
小
学
五
年

国
語
）
と
授
業
研
究
会

を
菊
水
小
学
校
で
行
い

ま
し
た
。
小
中
学
校
で

学
習
規
律
や
授
業
づ
く

り
を
さ
ら
に
連
携
し
て

い
く
た
め
に
活
発
な
意

見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

六
月
二
九
日
、
授
業

参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
・

学
年
懇
談
、
そ
し
て
午

後
に
は
ク
ラ
ス
対
抗
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

研
修
で
は
玉
名
教
育

事
務
所
の
大
丸
社
会
教

育
主
事
を
講
師
と
し
て

「
親
の
学
び
講
座
」
を

実
施
し
、
子
育
て
に
つ

い
て
楽
し
く
意
見
交
換

等
が
で
き
ま
し
た
。
親

同
士
の
つ
な
が
り
が
大

切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

午
後
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
一
の
二
Ａ
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

終
日
の
ご
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

七
月
二
日
一
年
生
は

忽
那
Ｓ
Ｃ
を
ゲ
ス
ト
に

お
迎
え
し
、
「
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
に
な
ろ
う
」

と
い
う
内
容
で
ス
ト
レ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
ス

ト
レ
ス
要
因
に
着
目
し
、

そ
の
解
消
と
改
善
を
図

り
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
対

応
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

二
日
、
三
年
生
で
租

税
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
玉
名
法
人
会
か
ら

四
名
が
来
校
さ
れ
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。
動
画

を
見
た
り
、
税
金
ク
イ

ズ
な
ど
を
通
し
て
税
金

に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
日
、
三
年
生
で
性

教
育
の
一
環
と
し
て
講

話
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
、
ま
つ
お
レ
デ
ィ
ー

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の

松
尾
州
裕
先
生
を
講
師

と
し
て
、
十
代
の
性
、

性
感
染
症
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
等
に
つ
い
て
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
改
め
て
自
分
の
こ
と

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

考
え
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
」
等
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。
性
に

関
す
る
理
解
を
深
め
、

自
他
の
命
を
大
切
に
す

る
行
動
に
つ
い
て
考
え

る
貴
重
な
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

二
年
生
は
救
命
救
急

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
も
行
っ
て
お
り
、

講
習
を
繰
り
返
し
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

菊
水
分
署
の
署
員
の
方

か
ら
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
そ

し
て
〇
×
ク
イ
ズ
を
通

し
て
救
急
車
や
救
命
率

に
関
す
る
知
識
も
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

救
急
車
到
着
ま
で
に
心

肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
適
切
な
処
置
を
行

う
こ
と
が
命
を
救
う
こ

と
に
な
る
と
学
び
ま
し

た
。三

年
生
は
六
月
下
旬

か
ら
七
月
十
一
日
の
期

間
で
第
一
回
三
者
面
談

を
行
い
ま
し
た
。

三
年
生
は
こ
れ
か
ら

進
路
決
定
に
向
け
て
本

格
的
に
動
き
出
し
ま
す
。

夏
休
み
に
は
高
校
の
体

験
入
学
や
説
明
会
が
あ

り
ま
す
が
、
積
極
的
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
夏
休
み
に
ゆ
っ
く

り
と
自
分
と
向
き
合
い
、

家
族
と
話
し
、
将
来
の

こ
と
を
考
え
る
機
会
と

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

「ふるさとを愛し、夢に向かって努力する生徒の育成」 令和６年度 第５号 令和６年７月１８日 文責：河野
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「ふるさとを愛し、夢に向かって努力する生徒の育成」 令和６年度 第５号 令和６年７月１８日 文責：河野

「命の講話」「命の日人権集会」
１２年前に本校で起こった痛ましい事件を忘れることなく、命の大切さを全校生徒で考え、語り継いでいこうと本校

では、毎年、「命の講話」「命の日人権集会」を行っています。今年は６月７日に「第１回命の講話」を、７月１０日

に「命の日人権集会」を開きました。

「第１回命の講話」では県人権同和教育政策課の人権関係登録講師で、真和中学校高等学校専任講師の戸田俊文先生

に「ネット社会をかしこく豊かに生きるために」と題して講話をしていただきました。人を傷つけない、自分も傷つか

ないネットとの付き合い方をどうしていくのか、改めて考えさせられた時間になりました。

また、「命の日人権集会では、全校生徒で黙祷を捧げたあと、生徒全員が命の大切さについて書き綴った作文の中か

ら、１年生中山飛竜さんが「大切な弟」、砂川結衣さんが「人の個性について」、２年生坂井優花さんが「小学校５年

生で体験したこと」、３年生廣田来祐さんが「私の左耳のこと」と題して発表してくれました。それぞれが家族の大切

さや自らの体験、これまで生きてきた中での思いなどを語り、発表後には聞いていた他の生徒から返しの一言感想文を

もらいました。生徒同士の心の交流ができた、大変有意義な時間となりました。

夏休みを元気に、楽しく、有意義に過ごしましょう

夏休み期間７／２０～８／２６
いよい夏休みです。８月２７日の授業再開の日に、「ああ、今年の夏休みも計画倒れに終わってしまった～」と後

悔しないようにするために、次の２つのことを実行しましょう。

１つ目は、「心に決める」ことです。

このことについて面白い話を聞いたことがあります。人間が他の動物と違うところは２本足で直立歩行ができるこ

とです。ではなぜ、人類の祖先が２本足で歩くことができるようになったのでしょうか。ある有名な人類学者は、真

面目に「それは、２本足で歩こうと思ったからである」と答えたそうです。学問的には答えになっていないと思うの

ですが、私は妙に納得しました。なぜなら「こうしよう！」という決意が、自分を変える最大のエネルギーだと思う

からです。

２つ目は心に決めたことを「毎日実行」することです。

今、アメリカの大リーグで活躍する大谷翔平選手は、高校の時、「プロ野球のドラフト会議で８球団から１位指名

を受ける」と心に決めて、それを達成するための目標を書き表しました。つまり、大谷選手はここに書き出したこと

を「毎日実行」し、今の自分を創り上げたということです。例えば、「運」をよくするために、ゴミ拾い、部屋掃除、

本を読む、プラス思考、道具を大切に使う、あいさつといった行動目標を立てて実行したということです。とても参

考になります。

さあ、皆さんは、今年の夏休み「何を心に決め」、「何を毎日実行」しますか？

親子美化作業
８月１８日（日）
午前７時開始

注意！
7/20･7/21業者による除草作業
7/26･27ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ内除草剤散布

※裏面もあります


